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－１－ 

大和市民活動センター［拠点やまと］ 第 84 号 2014 年 7 月 1 日発行 

 

手  
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 ＜今月号掲載＞ 

 ●「夏休み中高生ボランティア体験」 「市民活動推進補助金事業」「イーパーツ PC寄贈プログラム」・・・・・・・ p.2 

 ●「協働事業提案公開プレゼンテーション」「登録団体活動だより」「伝言板」・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ p.3 

 ●「FM やまと～やまとっこ☆みつけた～」「活動分野シリーズ・まちづくりの推進」・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ p.4 

２０１４ 

あの手この手で考えて、あの手この手で問題解決！ 

あの この 
あの手この手のマークの間のＳは solution（解決）のＳです。 

*「あの手この手」は大和市民活動センターのＨＰではカラーでご覧になれます。 

 

 

今年は大和市民活動センター設立１０周年 

[活動分野]シリーズ（４） 

 ～まちづくりの推進～ 

4 ページをご覧ください。 

どんどんどんどん考えて、想像して、 

創造する。創造することが何よりも 

夢へとつながる、そんな思いで描き 

上げました。 

「センター」のモットー 
 
   あの手この手 
 
楽しいことがあるのなら 

みんなで一緒に楽しもう 

あの手この手で考えて 

あの手この手で楽しもう 
 
困ったことがあるのなら 

みんなで一緒に解決しよう 

あの手この手で考えて 

あの手この手で解決しよう 
 
あの手この手の作戦会議 

あの手この手で問題解決 

10 周年記念交流会を開催します 

   11 月 22 日（土） 13：00～16：00 

   大和市勤労福祉会館 ３F ホール 

「センター」設立に関わってくださった方たち、現在も 

関わっている人たちで思いを共有、交流して市民活動

をつなげ、ひろげていきましょう。 

「YAMATO イラストレーションデザインコンペ」作品シリーズ その２ 

「どんどん、ひろがる」  

 

「YAMATO イラストレーションデザインコンペ」

は市民活動団体「ドラマティックカンパニー

YAMATO50」が大和市文化振興課と協働事

業で実施しています。若者の発表活動をサポ

ートするとともに、大和をイラスト溢れるまちに

変えていくことを目的に、平成 23 年度から実

施している公募型のコンペです。 

「あの手この手」では、来年 3 月号までの表紙

に 10 回シリーズで入賞作品を紹介します。 

イラスト＆メッセージ  中畑 妃美子 

 



西鶴間 2丁目公園にて、6 月１日（日）「恋チュン」撮影会が行われました。 

照りつける太陽にも負けず、参加者のダンスは見事です。南国風の明るい衣

装を身につけた男性、息ぴったりの小学生の女の子たち、こちらも振り付け

ばっちりの主婦のみなさん等々。撮影会活動が地域の皆さんにも広がってい

るのを感じました。撮影は、全国的な映像コンテスト入賞メンバーもいる「大和

映像サロン」の山本さん。「地域に貢献できれば嬉しい」と、公園の遊具から

防災倉庫の上からと、2台のカメラを使って本格的な撮影です。9月のお披露

目に向けて、地域の商店・団体などの撮影を続けていくそうです。ますます活

動が盛り上がっていくのを感じた 1 日でした。 

 
 
 
 

－２－ 

6 月 10 日（火） くもり 
今日は「山藍短歌会」15 名の勉強会。みなさん笑顔で
挨拶が爽やか。短歌会催しのことや新聞歌壇選者のお
仲間の話など、話題も豊富です。大きな声で挨拶され
ていく高齢の男性と女性。「失礼ですがお幾つです
か？」聞いてビックリ、94 歳と 90 歳です。お 2 人とも 70
歳代のように若く見えます。直ぐに思い出したのは、最
近急に老いてしまった 84 歳の母のこと。「健康が一
番！」とは言いますが、どうしてこんなに差があるのだろ
うと思います。「笑顔の応答」「張りのある声」「姿勢の正
しさ」など、シャキッとしたお 2人。更に 92歳女性も加わ
った帰りのみなさんの後ろ姿を見送りながら「素晴らしい
精神力」を感じました。（N．M） 

オリエンテーション 

  7 月 24 日（木）13：30～15：30 

                            

①  子育て支援サポーター 

   日程：7月 28日（月）  8月 4日・18日（月） 

          13：00～17：00 

   団体：NPO法人 地域家族しんちゃんハウス 

   内容：子どもと遊ぶ活動 

③‐Ａ： 障害者支援サポーター 

   日程：7月 28日（月）8月 11日・25日（月）      

                                 13：00～16：30 

   団体：サウンドテーブルテニスクラブ（保健福祉センター） 

   内容：視覚障害者と卓球をする  

④‐Ａ： 国際交流支援サポーター 

   日程：7月 30日（水）         13：00～16：00 

   団体：チーム ピース チャレンジャー（市民活動センター） 

   内容：ミサンガの袋詰め 

② 環境保全サポーター 

   日程：7月 26日（土）    8：00～14：00 

   団体：引地川水とみどりの会 

                        （大和市民活動センターに集合） 

   内容：引地川のそうじをする 

③‐Ｂ：障害児支援サポーター 

   日程：7月・8月 （月～金）14：00～16：00 

   団体：NPO法人 サポートハウス ワンピース 

   内容：知的障害児と遊ぶ 

 
④‐Ｂ：国際交流支援サポーター 

   日程：7月・8月（月～土）  時間 要相談 

   団体：NPO法人 ＷＥ２１ジャパン大和 

   内容：ＷＥショップでの接客・提供品の整理 

⑥ 高齢者支援サポーター 

   日程：7月・8月（月～土） 時間 要相談 

   団体：デイサービス ハッピー鶴間（介護のハッピー合同会社） 

   内容：話相手・ゲーム等の相手 

 

＊詳細は 大和市民活動センターに 

お問合せ下さい。 

夏休みの中高生ボランティア体験、社会参加の第一歩です。 

中高生が持つ時間・知恵・技術を出し合い、社会に開けば、それはみんなのもの「社会資源」になります。 

家族、学校の先生以外の「おとな」と親交して社会との関わり合いの多様性を認識することをねらいとしています。 

⑤ 芸術・文化支援サポーター 

   日程：8月 26日（火）          9：30～ 

   団体：大和市芸術文化振興会（ウィーンホール）

  

   内容：コンサート準備、受付の手伝い 

「イーパーツ」PC寄贈 申込み申請受付中！ 
～第 10 回かながわイーパーツ リユース PC寄贈プログラム～ 
 

 公益的な市民活動団体へパソコンを寄贈します。 

         ＊大和市民活動センター割当て 5台 

募集期間：  6月 19日（木）～7月 23日（水） 

寄贈台数： リユースＰＣ50台（１団体 2台まで） 

負担金： 5000円/台 （ライセンス発行・送料・障がい者         

   再生事業・震災被災地支援・windows/office認定などへ） 

申込方法： 指定申請書に記入・押印して 

   大和市民活動センターへ。7月 23日（水）必着  

選考会：8月 8日（金）   寄贈式：8月 31日（日） 
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【平成 26 年度 協働事業提案公開プレゼンテーションのお知らせ】 
 
今年度提案のあった協働事業（3 件）について、応募者による 
公開プレゼンテーションが行われます。 ぜひお越しください。 

 
 

  日時：7月 5日（土）  10 時～ 

    場所：イオンモール大和 3階 イオンホール 
 

事業名称：  

大和市・AJAPEプレスクール開催事業【市民提案型協働事業】 

     応募者：  特定非営利活動法人日本ペルー共生協会 

     担当課：  指導室、国際・男女共同参画課 

大和市民活動センター管理運営事業  【行政提案型協働事業】 

     応募者：  拠点やまと 

     担当課：  市民活動課 

文化創造担い手育成事業   【行政提案型協働事業】 

     応募者：  ドラマティックカンパニーYamato50 

     担当課：  文化振興課 

自主上映会  「むかし Mattoの町があった」 
    ～精神病院から地域精神保健サービスへ～ 
 
とき：  7月 26日（土） 
場所： IKOZA（渋谷学習センター）2階 多目的ホール 
 
 参加費： 無料 

 定員： 200名 
 
プログラム： 
    12：00 開場 

    12：30 開会・挨拶 

   講演：大熊一夫（ジャーナリスト） 
  演題：「精神病院を捨てたイタリア 捨てない日本」 
 13：10～ 第 1部上映 

 15：05～ 第 2部上映 
 
主催：NPO法人 大和さくら会 

                      （精神障がい者家族会） 

 申込：不要 

 問合せ：046－268－9396（市川） 

  【平成 26 年度 協働事業提案の流れ】 
企画書提出 （済み）： 平成 26 年 4 月 1 日 （火）～4 月 11 日（金） 

    協議   （済み）：           4 月 14 日 （月）～5 月 2 日（金） 

      申請 （済み）：           5 月 12 日 （月）～5 月 16 日（金） 

        公開プレゼンテーション  平成 26 年 7 月 5 日（土） 

                 結果発表平成 26 年 8 月 27 日（水） 

                           事業報告会平成28年 4 月（予定） 

昨年の協働事業提案公開プレゼンテーションの様子 

 

ボランティア相談日  第 2 月曜日 
市民活動相談日    第 4 月曜日 
パソコン相談日   第 2，4 木曜日 

  （10：00～12：00） 

        に開催しております 
気軽にお越しください。 

  
         寮 美千子 講演会 
            「詩は心の食べ物」 

 
とき：  8月 2日（土） 
         13：30      開場 
    14：00～16:00 講演 
場所： 大和市保健福祉センターホール 
 
 参加費： 無料 
    当日も受付けますが、事前申込み願います。 

     保育は要相談 

主催： 食のアトリエ 
 申込：  046－264－7434 （小宮山） 
 Fax：  046－276－0767 （竹川） 
 e-mail： syokunoatorie2014@yahoo.co.jp 

第 25回引地川かわくだり  未来につなごう引地川 
 

～川であそぼう！トンボや魚も待ってるよ！！～ 

      とき： 7月 21日（月・祝） 雨天中止 
 
＜かわのぼり隊＞ 対象：おとな・小学 4年以上 

    御嶽橋からふれあい広場まで歩きながら掃除をします。 
 
   集合 8：45 御嶽橋（福田 7丁目） 
 持物 軍手、150cm位の棒、スーパーの袋（ゴミ入れ）
  着替え・替え靴 服装：汚れてもいいもの 
 
＜ふれあい広場・かわあそび隊＞ 対象：幼児・小学低学年 

     引地川にどんな魚が住んでいるのか網で捕えて調べます。 
 
 集合 10：15 ふれあい広場（グリーンアップセンター近く） 
 持物 着替え・替え靴 服装：汚れてもいいもの 
 
  主催：引地川かわくだり実行委員会 

  申込・問合せ： 090-2527-8438 （飯塚） 
  Fax : 046-267-4591 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＦＭやまと  
77.7 ＭＨｚ 

  

  朝ラジ☆ホッとスクランブル 

   大和市民活動センターだより 

『やまとっこ☆みつけた』   

 

－４－ 

第 212 回 6/ 3(火)  

「このゆびとまれっ！」 受入れ団体  Part1 

 引地川水とみどりの会 ・地域家族しんちゃんハウス・ 

WE21 ジャパン大和 

 
                   

第 213 回 6/17(火)  

「このゆびとまれっ！」 受入れ団体  Part2 

  チームピースチャレンジャー ・デイサービスハッピー

鶴間 ・サウンドテーブルテニスクラブ 

 

「あの手 この手」 第 84 号  発行日・2014 年 7 月 1 日       発行・大和市民活動センター 拠点やまと 
  大和市民活動センター ＜開館・月～土 9：00～18：00＞          TEL：046-260-2586  FAX：046-205-5788  
  〒242-0021 大和市中央 1 – 5 - 1                  e-mail：yamato@ar.wakwak.com 
           http://www.kyodounokyoten.com/   

大和市民活動センターは「大和市新しい公共を創造する市民活動推進条例」に基づいて設置されています。 

 

7/1（火） NPO 法人さくら会 

「むかし Matto の町があった」 ～精神

病院から 地域精神保健サービスへ～ 

の自主上映会を企画しています。 
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★やまとっこ☆みつけた ★やまとっこ☆みつけた ★やまとっこ☆みつけた★やまとっこ☆みつけた ★やまとっこ☆みつけた ★やまとっこ☆ 

 7/15（火） 食のアトリエ 

「食のアトリエ憲章」を書いていただ

いた “寮 美千子”さんの 講演会 

「詩は心の食べ物」を開催します。 

「引地川水とみどりの会」の 

五味さんは、中高生たちは 

その場限りでなく、社会人に 

なってからも、ボランティア 

活動をしてほしいと、希望を述べられた。 

「NPO法人地域家族しんちゃんハウス」の館合さ

んは、素敵なお兄ちゃん、お姉ちゃんになるとい

う自覚をもって活動してほしいと、ボランティア

の心構えをしっかり伝えているとのこと。 

「WE２１ジャパン大和」の越後屋さんは、地域で資源

を循環させていくためのリサイクルショップの収

益がアジアの女性の自立と生活向上に役立ってい

ることを伝えながら、若い人の感性に期待してい

ますと、抱負を語りました。 

 

＜これから出演します＞ ７７．７MHZ    ９：００ お忘れなく！ （再放送は当日の １５：００ と ２１：００ です） 

         
今月はどこへ行っても サッカー・ワールドカップ 

の話題で盛り上がります。ボランティア活動の帰りに 

報告に来た高校生たちの会話です。「コートジボワールっ

てね、コート・海岸、ジボワール・象牙って意味でさ、昔は象牙

海岸共和国なんだって、知らないよね。」「べスト 16 進出は 1

回置きだから今回は駄目かもね。」 その時は仲間一同「ブ

ー！大丈夫」と言っていたのですが、残念ながら 1 次リーグ敗

退となり、最近のセンターはちょっと湿った感じです。 （N.M） 

＜出演しました＞ 録音CDが大和市民活動センターにあります。 
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第 1.3.5(火)生放送 

9:00 ⇒10：00 

 

「チームピースチャレンジャー」蔵田さんは平和を願っ

て設立した国際NGO団体として、貧困救済対策は単

なる寄付ではなく自立を目指した公正貿易（フェアト

レード）の推進と説明。ボランティア学生に現地で作ら

れたミサンガの袋詰めをやっともらいます。「デイサー

ビスハッピー鶴間」石井さん、地域に溶け込んだ介護

活動を展開しています。今回のボランティア体験を通

して介護仕事に対する理解を深めてもらいたいと述

べられた。「サウンドテーブルテニスクラブ」高橋さん

は視覚障害者と皆さんが 

卓球（サウンドテーブルテ 

ニス）を一緒になって行い、 

この活動を大和から発信し 

たいと抱負を語りました。 

[活動分野]シリーズ（４）：まちづくりの推進 

          「まちづくりの推進」分野・登録数は 41 団体 

      （全体の 16％）で、福祉、環境に次ぐ活発な 

         分野です。自治会 15団体、老人会 5 団体、 

            そして子ども会、地域活性化グループ、イベン

ト実行委員会やマンション管理組合など色々です。大和市民活動

センターでの出会いが、更にネットワークを広げていきます。 

市民活動分野「まちづくりの推進」の団体より、毎月「文集」作り・印

刷などで大和市民活動センターに集まっておられる「柳橋 1丁目

柳和会」のお便りをご紹介します。 
 

柳橋一丁目柳和会は「明るく、楽しく、思いやり」の指

標のもと、健康づくり、社会奉仕、仲間を増やす活動等

を実施しながら交流を深めています。広報活動の一環と

して、毎月手作りの広報誌を発行、平成 17年 9月から

は、印刷・製本を市民活動センターで実施し、今日に至 

っております。毎月末には会員数名で印刷作業などを行 

っている中で、他のグループとの交流もでき、楽しみな

がら利用させてもらっています。印刷費用の安いのも魅

力です。広報誌も号数を重ねて平成 24年 3月には 200

号になり、約 20ページの記念号を発行しました。 

お陰さまで来年は創立 20周年を迎えます。 

今後共よろしくお願いします。 柳和会会長 相川安全 

継続は 

 7/２９（火） 大和芸術文化振興会 

「大和市芸術フェスタ」に参加して、

コンサート・寄席・舞踏など市民に向

かって芸術鑑賞イベントを催します。 

「ちから」なのです。 

 


